


































































1636 I r出島」が完成。 I出島の中に日本人の大工職人によ
る洋風木造建物が出現するo


















































































1897 I 第 2次港湾改良工事により，出
島・新地の原型を失い，陸続きと
1904 I なる。
1899 I戸町村，i謝j村を市に編入以後，大
正・昭和の時代に周辺の村を編入|大浦周辺の丘陵地以外の丘陵地に
し，市街地を拡大していく。 Iも民家が立ち並び始める
3節町屋風住宅について
開港後すぐに始まる長崎の町割りの特徴としては，通りをはさんで町名が同
じという事です。奥行約60m位の lブロックの中の真ん中に溝が走り，その溝
を境にして町が別れていました。この溝が一部，今も残っている所もありま
す。奥行60mの約半分の約30mが一軒分となります。通りに面した両方が同じ
町内だった訳ですが，今は，町名変更が行われ，通りが町の境になっていま
す。しかし「おくんちJの踊り町や年番町の時は，今でも，昔の町別で参加
する町も多くあります。そして，そこに建っている建物は町屋風の建て方で，
通りからはまっすぐに小路(ショウジ)とも言われる通路が中庭まで続いてい
ます。この中庭は日当たりと，風通しの為という事はもちろんですが rおく
んちJに参加するときの庭見せ用でもありました。通りから中庭にかけては，
少し勾配がつけられ(排水の関係もあったのでしょうが)表側の部屋より
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16章長崎の住まい方
も中の間が少し高くなり， rおくんち」の衣装や飾り物，お祝いの品々などを陳
列し奥の中庭まで見通しやすくなっています。もちろん，表の格子は全部は
ずされて，その内側のガラス戸も取り外してあります。
またおくんち」の出し物が町の中を移動する時や，庭先回りなどの時の
為に，見物する部屋を通りに面して造っている家もありました。格式の高い造
りの家で，通りぎりぎりの所に窓をつけた部屋を設けているという建物は他で
丹羽漢吉氏自筆のスケッチ画集より抜粋
現在も残る町割り
町屋住宅の平面・断面
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道路拡張前の!日市長公舎
(くんち見物用の窓を持っている)
くんち用の窓と木戸を持つ家
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はまったく見受けられません。そして表に設けられた木戸も「おくんち」の庭
見せ用の出入口です。この木戸を入って中の座敷に並べられた品々を眺めても
らい，庭の樹々も，座敷から見てではなくて，木戸の方から見て感じが良いよ
うに，植木の選定もしていたそうです。先人達の「おくんち」に対する思い入
れを感じます。
4節丘陵地の住まい方について
さて次に，人口増に伴い丘陵斜面地に住みついていった人々も多く，小規模
な住宅郡を作っていきました。昭和43年の夏に，知人の卒業論文の調査の応援
にかり出され，東山手地区の斜面住宅地をー夏中動き回っておりました。斜面
を利用した住宅の建て方や，車が入らない地域での暮らし方はとても興味深い
ものでした。階段状の坂道は上り下りも楽ではありません。ところどころにひ
と休み出来るような，今で言うところのポケットパークのミニチュア版的ス
ペースがあり，また小さな商屈があり，そこは住民同志の年代を越えたコミュ
ニティースペース的役割を果たしているようでした。そして，その坂道も決し
て直線的ではなく，曲がったり，折れたり，上り下りする度にアイストップ的
な何かがあり，上る時の山並み，下る時の下の町の風景が微妙に変化し非常
に目に快適でした。
5節 これからの長崎の住まい方について
生活の中に密着した地域総出のおまつりが，住宅の建て方に影響を与えてい
た旧市街地の町並みの中で，現在，建て替えが進行している状況ですが，こう
した伝統をどう残していくか，地域によってはRC造やS造にしないといけな
い所もありますが，木造3階建も可能になりましたので，ゆとりある居住ス
ペースの確保と，車庫スペースの確保などから，上へ伸ばしていく方法も考え
られます。文， 1階部分を庖舗や事務所として利用する場合も，何か昔の雰囲
気を残す有効な方策はないのか，今一度深く考えてみる必要があるようです。
斜面住宅地のこれからの方向として，長崎市が行っている「長崎市西浦上地
区優良住宅地段階整備誘導計画」という長い名前の計画があります。長崎県の
ウッドタウンプロジェクト基本構想の中にも斜面地の処理の模式が出ておりま
nu 
昭和43年当時の東山手町辺り
昭和43年当時の東山手町の民家の断面の例
したので紹介しておきます。生活様式が変化し，人々の価値観が変わって来て
いる中で，斜面地を生かした地域づくりは今，模索の段階のような気がしま
す。
「まつり Jを媒体としてコミュニティーづくりをしていった旧市街地。斜面
という車社会から切り離された所で，地形が縁となってコミュニティーがつく
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られていった地域。そして，今回割愛させてもらった東山手，南山手の洋館で
の先人達の暮らし方，日本に住んでいて世界を相手に暮らした人々によってっ
くり出された独特の雰囲気のある地域。この 3つの地域の暮らし方の中から現
在にもつながる部分をさぐり、それぞれの地域での「新しい住まい方」をいか
に現代に引き継いでいくかが，これからの課題であり，長崎に住む現代の人間
の知恵を集める必要があるようです。
長崎市「西浦上地区優良住宅地階段整備誘導計画」より
主要歩行者動線断面
(自動昇降装置)
斜行エレベータ
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コモンスペース
内のテーマ木
長崎県「ウッドタウンプロジェクト基本構想Jより
アT
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戸建住宅地における
斜面高低差処理の模式
